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自動車 二輪車 鉄道

振動制御技術

航空機

建物・舞台装置 船舶機器

農業機械 産業機械

建設機械 産業車両 特装車両 免制震

パワー制御技術

電子制御技術

携帯通信端末 高機能EPS-ECU

KYBは油圧技術の先駆者として、自動車・二輪車、建設機械、鉄道、航空機、特装車両、免制震、船舶

などさまざまな分野において、お客様の幅広いニーズにお応えしてきました。油圧技術を核に振動

制御技術、パワー制御技術、システム化技術を融合させた製品開発を通じ、世界中のお客様からさら

に信頼され、支持していただけるようこれからも進化し続けていきます。

特装車両
建物装置

二輪車用機器

鉄道用機器
農業用機器

船舶用機器

建設機械用機器 自動車用機器

航空機用機器

  　毎日の暮らしの中にKYB
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What is KYB?

■ 四輪車用緩衝器

■ 二輪車用緩衝器

■ 四輪車用油圧機器 

■ その他緩衝器

・ ショックアブソーバ（OE、市販）

・ フロントフォーク ・ リアクッションユニット

・ ベーンポンプ ・ 油圧パワーステアリング 
・ CVT用ポンプ ・ EPS

・ ステイダンパ ・ ATV用機器 

開示セグメント 主要製品

■ 産業用油圧機器
　　　　　　　　　
　　

■ その他油圧機器 
 

・ シリンダ ・ バルブ 
・ ポンプ ・ モータ 
・ MMP ・ HST

・ 鉄道用ダンパ ・ 鉄道用ブレーキ 
・ シール

AC事業

HC事業

At a Glance

CVT油圧源用ポンプ ストリート用フロントフォーク

ショックアブソーバ

高機能EPSアクチュエータ

コンクリートミキサ車

ショベル
用コントロールバルブ

新幹線用セミアクティブ 
サスペンションシステム

ギヤポンプ キャリパーブレーキ

アクチュエータ

油圧シリンダ

一体型HST（ポンプ+モータ）

制震装置

制振ブレースオイル
ダンパ

客席可変可動床

携帯通信端末

スノーモービル用
ショックアブソーバ

リアクッションユニット

■ 特装車両

■ 航空機用油圧機器
　　　　

■ 装置・電子他

・ コンクリートミキサ車

・ アクチュエータ ・ バルブ 
・ ホイール  ・ ブレーキ

・ 免制震ダンパ  ・ 舞台機構 
・ ECU, 通信端末

特装車両、
航空機器、
システム製品
および
電子機器等
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沿革 2017年度ハイライト

事業トピックス

財務ハイライト

What is KYB?

創業期

復興期
改革期

拡大期

発展期

航空機用油圧緩衝脚（オレオ）に始まる
油圧技術

売上高

海外売上高比率 配当ROE

セグメント利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

前年比371億円、10.4%増

前年比1.0%増

世界ラリークロス選手権参戦
「EKS」とのスポンサー契約締結

トヨタ自動車社より、プロジェ
クト表彰「技術の部」受賞

フルアクティブサスペンションシ
ステム（ASTRIC)　

2017年6月に世界ラリークロス選手権
（WRX）に参戦している「EKS」とス
ポンサー契約を締結しました。本スポ
ンサーシップにより、KYBブランドの
更なる向上とモータースポーツ用電
動パワーステアリングの拡販を図りま
す。引き続きモータースポーツへの支
援を強化し、従来製品の軽量化を進
め、環境に貢献する製品開発力、技術
力の向上に努めてまいります。

2018年6月に、「新型車カローラ ス
ポーツ」のプロジェクト表彰式にお
いて、KYB独自の技術開発により、
新型車の商品力向上に多大な貢献を
したことが評価され、新技術を盛り
込んだショックアブソーバが「技術
の部」を受賞しました。
今回の受賞を励みとし、今後も乗心
地や車両性能に貢献する製品開発に
取り組んでまいります。

最新モデルのアクティブサスペンショ
ンシステムは、制御装置からの指令に
より、フルアクティブ機能、パッシブ機
能、セミアクティブ機能に自動的に切
り替わります。車体の横揺れをセンサ
が検知し、常に振動を打ち消す制御を
することで乗り心地を向上させます。
本システムは、小田急電鉄株式会社
の特急ロマンスカー（70000形）にご
採用いただきました。

前年比0.5%減

前年比30億円、16.0%増 前年比7億円、4.5%増

3,924 億円

54.5% 150円8.8%

216億円 152億円
戦後の再建と発展への基盤づくり

筋肉質な経営体制へ

体制強化、業績拡大へ

国内から海外へ、さらなる発展

1919年 萱場発明研究所開設
1927年 萱場製作所を創業、航空機用油圧緩衝脚、カタパルト等を製作
1935年 株式会社萱場製作所創立
1943年 岐阜製造所（現 岐阜南工場）新設

1948年  萱場工業株式会社設立（企業再建整備法に基づく）
1956年  萱場オートサービス(株)（現KYBエンジニアリングアンド

サービス(株)）を設立
1959年 東京証券取引所に株式上場
1961年 浦和特装車両工場を新設

2005年   タイに販売会社を設立
 通称社名KYB株式会社を採用
2006年  株式会社タカコの株式取得し子会社化
2008年  岐阜東工場を新設
  中国に鉄道機器および二輪車用緩衝器の生産・販売会社を

合弁設立
 スペインに自動車用緩衝器生産・販売会社を設立
2009年 ドイツに欧州統轄会社を設立
2010年 中国に統轄会社を設立
2011年  パナマに市販用油圧緩衝器の販売会社を設立
 柳沢精機製作所（現KYB-YS株式会社）を完全子会社化
  自動車・二輪車用機器の専用テストコース「開発実験セン

ター」を開設
 工機センターを設立
2012年  電子技術センターを設立
 オランダに欧州統轄会社を設立
 ロシアに市販向け販売会社を設立
 メキシコに油圧機器生産・販売会社を設立
 インドに二輪車用油圧緩衝器生産・販売会社を設立
2013年  チェコに市販向け四輪車用懸架バネの生産・販売会社を

合弁設立
  インドのコンクリート建設機器メーカーの株式を取得し

子会社化 
  インドネシアに油圧機器生産・販売会社を設立
  二輪車用油圧緩衝器生産・販売会社KYBモーターサイクル

サスペンション(株)を合弁設立
 ブラジルに市販向け販売会社を設立
2015年 商号を「KYB株式会社」に変更
2016年  航空機器事業部を設立
 KYB-CADAC株式会社をKYB-YS株式会社に吸収合併
  KYB Hydraulics Industry (Zhenjiang) Ltd.を、KYB 

Industrial Machinery (Zhenjiang) Ltd.に吸収合併
  KK Hydraulics Sales (Shanghai) Ltd.を、KYB Trading 

(Shanghai) Co., Ltd.に吸収合併
2017年  KYB Asia Co., Ltd.とKYB Technical Center(Thailand) 

Co., Ltd.を合併し、KYB Asian Pacific Corp.Ltd.を設立

1968年 岐阜北分工場（現 岐阜北工場）を新設
1970年  台湾のYung Hwa Machinery Industrial Co., Ltd.に資本

参加
1971年 熊谷工場を新設
 三重工場を新設
1974年  米国に販売会社を設立
1975年 相模工場を新設
1976年 インドネシアに緩衝器の生産会社を合弁設立
1977年 日本パワーステアリング（株）を設立
1980年 TQC活動に対し、デミング賞実施賞を受賞

1983年  スペインの緩衝器生産会社を共同で買収
 マレーシアに緩衝器の生産会社を合弁設立
1985年  商号をカヤバ工業株式会社に変更
1986年 米国に緩衡器の生産会社を設立
1989年 ドイツに販売会社を設立
1996年  タイに緩衝器生産会社を合弁設立
 スペインに自動車用油圧機器の生産会社を合弁設立
 タイに自動車用油圧機器の生産会社を合弁設立 
1998年 ISO9001の認証を全工場が取得
1999年 株式会社キャダック（現KYB-YS株式会社）を完全子会社化
2001年  ISO14001の認証を全工場が取得
2001年 米国の自動車用緩衝器生産会社を単独子会社化
2002年  ベトナムに二輪車用緩衝器生産会社を設立
 中国に自動車用緩衝器生産会社を設立
2003年  チェコに自動車用緩衝器生産会社を設立
 浦和工場を閉鎖し、相模工場に移管

2004年  中国に産業用油圧機器生産会社を設立
 株式会社トロンデュールの株式取得し子会社化
  装置事業部門を会社分割し、カヤバシステムマシナリー㈱を

設立
 中国に販売会社を設立
  メキシコに販売会社を設立


